
＜公開ワ〡クショップ＞

“nanimo nai, demo nanika aru”
〡新しいエコロジ〡と環境(milieu/environnement)の記憶を考える〡

2017年11月23日 15時-17時　第一回ミーティング
12月18日 15時-17時半　報告会

提案：フロリアン・ガデン（アーティスト）	＆	大久保美紀（コーディネータ）

協働：山内朋樹	＆	田中美帆協働：山内朋樹	＆	田中美帆

主催：「大学の知」を活かした多角的な市政研究事業
［研究事業名］iCultureコンセプトに基づくまちづくりの新たな展開

どなたでも参加していただけます、参加無料（要申し込み）です。
お問い合わせ・参加申し込みは、大久保美紀（garcone_mk(@)yahoo.co.jp）まで。

インフォメーションは随時 http://www.mrexhibition.net/wp_mimi/?p=5208 あるいは、ウェブサイト＜miki 
okubo, art-écriture-esthétique＞内に更新します。

ワークショップを通じて制作した作品は、12月1日～23日までターミナル京都およびCASにて開催中の展覧会「フワークショップを通じて制作した作品は、12月1日～23日までターミナル京都およびCASにて開催中の展覧会「フ
ァルマコン：医療とエコロジーのアートの芸術的感化」の京都会場に展示予定です。



＜スケジュール＞
11月23日15時ー17時　
第一回ミーティング、崇仁小学校
前集合。

12月15日ー17日（参加者の都合に
より調整）展覧会「ファルマコン
：医療とエコロジーの芸術的感化」：医療とエコロジーの芸術的感化」
京都会場のターミナル京都に作品搬入。

12月18日15時ー17時　
活動報告会（展覧会「ファルマコン：医療とエコロジーの芸
術的感化」京都会場のターミナル京都にて、活動報告と講演
・ディスカッション。

フロリアン・ガデン (florian gadenne)
1987年パリ生まれ。ナント市美術大学修士修了後、パリ郊外で制作。主な展覧
会に、”L’UN L’AUTRE”(2016)、個展”monade”(2017、テルドン、フランス）が
あるほか、子どもワークショップ実施多数。第三回展覧会パリアーティストに
ドローイング”tour babélienne”でノミネート。植物、菌類、昆虫など生き物が
共生する彫刻作品と錬金術的手法とメタファーによるポエジーを追求する。

大久保美紀 (miki okubo)大久保美紀 (miki okubo)
1984年札幌生まれ。京都大学大学院人間環境学研究科修士修了およびパリ第8
大学造形芸術学部で芸術博士号取得。同大学講師。主著は”Exposition de soi à 
l’époque mobile/liquide” (『可動性と流動性の時代の自己表象』)。2015年より
医療とエコロジーの芸術実践に取り組み、批評とキュレーションを行なう。

山内朋樹 (tomoki yamauchi)
1978年兵庫県生まれ。京都教育大学美術科講師・庭師。庭師ジル・クレマンを1978年兵庫県生まれ。京都教育大学美術科講師・庭師。庭師ジル・クレマンを
軸に庭やランドスケープの思想と実践を研究。芸術活動に《地衣類の庭》（第8
回恵比寿映像祭、2016年）、訳書にクレマン『動いている庭』（みすず書房、
2015年）。

田中美帆 (miho tanaka)
1990年京都市生まれ。2017年京都市立芸術大学大学院美術研究科修士課程彫刻
専攻修了。

＜展覧会「ファルマコン：医療と
エコロジーの芸術的感化」＞
京都・大阪同時開催のフランス×日本のア
ーティスト８名(Evor, florian gadenne, 
Anne-Sophie Yacono, Jérémy Segard, 石井
友人, 犬丸晃, 大久保美紀, 田中美帆, 堀園美)
によるグループ展。

The Terminal KYOTOThe Terminal KYOTO（2017年12月1日～23日）
京都府京都市下京区新町通仏光寺下ル岩戸山町
４２４
CAS（2017年12月2日～23日）
大阪府大阪市浪速区浪速区元町１丁目２番25号 
A.I.R. 1963 3階

＜ワークショップについて＞
本ワークショップ「nanimo nai, demo nanika aru」は、今日本ワークショップ「nanimo nai, demo nanika aru」は、今日
の私たちの生活における身体と環境のあり方に着目し、現代の
都市生活や現代社会を生きる私たちの「生」により深く寄り添
う新しいエコロジーを再考することを目指す展覧会「ファルマ
コン：医療とエコロジーの芸術的感化」の関連ワークショップ
です。ワークショップでは、実施会場となる崇仁地区において
「環境の記憶」をテーマに、様々な手段でこれを抽出／観察／
培養／保存することを通じて、しばしば失われかけている環境培養／保存することを通じて、しばしば失われかけている環境
とのコンタクトについて参加者と共に再考します。参加者はグ
ループワークあるいは個別にアクションを提案し、11月23日
の第一回ミーティング以降、都合に合わせてアーティストと協
働し、制作を進めていきます。どなたでも参加できます。ぜひ
参加してみてください。

＜お問い合わせ・参加申し込み＞
お問い合わせ・参加申し込みは、コーディネータの大久保美紀
(garcone_mk(@)yahoo.co.jpまでご連絡ください。


